
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 ドレスメーカー学院 
設置者名 学校法人杉野学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

服飾専門課程 

服飾造形科 
夜 ・

通信 
365時間 

80×2＝ 

160時間 
 

アパレル技術科 
夜 ・

通信 
2880時間 

80×3＝ 

240時間 
 

ファッションビ

ジネス科 

夜 ・

通信 
550時間 

80×2＝ 

160時間 
 

高度アパレル専

門科 

夜 ・

通信 
2820時間 

80×4＝ 

320時間 
 

アパレルデザイ

ン科 

夜 ・

通信 
585時間 

80×1＝ 

80時間 
 

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/about/teacher/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 

 

※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校

法人・準学校法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様

式第２号の２－②を用いること。 

 
学校名 ドレスメーカー学院 

設置者名 学校法人杉野学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.sugino.ac.jp/gakuen/facility/organization.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
専門学校 校長 

株式会社 代表取締役 

2023年 3月 30日

～ 

2025年 3月 29日 

ドレスメーカー学院

の教学面の管理運営 

非常勤 
元株式会社 代表取締役

社長 

2023年 3月 30日

～ 

2025年 3月 29日 
服飾教育方針 

（備考） 

 

 

 

 

 

  

https://www.sugino.ac.jp/gakuen/facility/organization.html


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 

ドレスメーカー学院 

（服飾造形科（2 年制）アパレル技術科（3 年制）ファッショ

ンビジネス科（2 年制）高度アパレル専門科（4 年制）アパレ

ルデザイン科（進学クラス１年制）） 

設置者名 
 

学校法人杉野学園 

 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

服飾造形科（2年制）アパレル技術科（3年制）ファッションビジネス科（2年制）高

度アパレル専門科（4年制）アパレルデザイン科（進学クラス１年制）） 

【作成について】 

授業計画（シラバス）は授業科目ごとに担当する全教員が学院所定の「シラバス作成

のためのガイドライン」に沿って統一様式で作成している。記載項目の冒頭は、担当

教員の実務経験と授業内容との関連性を含めた「授業の方針・概要」。そして「到達目

標（学修成果）」、「卒業認定の方針と該当授業科目の関連」、「授業計画」へと続く。「成

績評価の方法と基準」は、当学院の評価項目（授業態度・姿勢、試験、課題、検定試

験結果、企業評価）を全科目統一表記し、科目に適した比率を表示している。他にも

「フィードバック方法」「教科書」「オフィスアワー」「参考文献」の項目を設けている。 

【時期について】 

授業実施年度の前年 11 月～12 月よりクラス担当の専任教員と非常勤講師で内容を検

討する。専任教員は 12 月に、非常勤講師は翌年 1月に作成を依頼。専任教員、非常勤

講師から提出された授業計画については、内容を第三者がチェックして、修正等をし

て 3月初旬に完成させ、4月初旬に学生に配布、その後 HPで公開している。 

授業計画書の公表方法 

https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/dept/creative/ 
 
https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/dept/biz/ 
 
https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/dept/tech/ 
 
https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/dept/high/ 
 
https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/dept/adesign/ 
 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 

https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/dept/creative/
https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/dept/biz/
https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/dept/tech/
https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/dept/high/
https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/dept/adesign/


  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

単位授与は、学則第 6章の規定に従い実施している。 

履修した授業科目は、担当教員が総合的に判断･評価する。評価項目には「授業態度･

姿勢」、「試験」、「課題」が含まれ、加えて授業内でプレゼンテーションを課すことで

理解度を測りながら複合的に評価をする。また、「検定試験結果」「企業評価（インタ

ーンシップ）」も該当科目において評価基準としており、授業科目の内容により適切な

方法で厳格かつ適正に評価する。評価項目の評点を合計し、100点満点における 60点

以上を合格としている。 

成績評価、進級･卒業判定の基準は学生全員に配布している冊子「Campus Guide & 

Diary」、各授業科目の評価方法は「授業計画（シラバス）」に明記して学生に周知し、

適切に運用している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価は SABC を合格、Dを不合格としている。 

その評価基準は以下の通りである。 

S（特に優れている）：100～90点 

A（優れている）：89～80点 

B（妥当と認められる）：79～70点 

C（合格と認められる)：69～60点 

D（合格と認められる最低限の成果に達していない）：59点以下 

本学では作品の採点の科目も多く、その場合には、「平均的な基準は B評価」とし、ま

た、成績評価の際の評価項目を「授業態度・姿勢」、「試験」、「課題」、「検定試験結果」、

「企業評価」の 5つに全科目統一することで、偏ることなく、適切に評価できる方法

をとっている。その項目は「成績評価の方法と基準」としてシラバスに明示している。 

成績分布状況については、学生の成績の平均点により把握している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

 
https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/m_act/evaluation/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 

https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/m_act/evaluation/


  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業認定のための必須科目は、ディプロマポリシーに掲げる科別の教育目的に従っ

て、服飾関係の専門的職業で活躍できる人材育成を目指し構成されている。必須科目

の学科担当教員がシラバスに明記した方針に基づき、学修成果を評価し、卒業認定を

行っている。 

３年制以上の上級クラスの卒業制作においては、複数名の外部審査員を招いたコン

テスト形式による客観的な評価・採点を基に成績評価を行っている。 

また、２年制の科においても卒業制作の成績評価は、数名の外部審査員による客観

的な評価・採点を基に行っている。 

卒業認定については、「ディプロマポリシー」(称号付与の方針)に明記し、学生全員

に配布している冊子「Campus Guide & Diary」と HPに掲載し、公表している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

 
https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/about/policy/ 

 

https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/about/policy/


  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 ドレスメーカー学院 

設置者名 学校法人杉野学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.sugino.ac.jp/gakuen/governance/finance/  

収支計算書又は損益計算書 https://www.sugino.ac.jp/gakuen/governance/finance/ 
財産目録 https://www.sugino.ac.jp/gakuen/governance/finance/  
事業報告書 https://www.sugino.ac.jp/gakuen/governance/finance/  

監事による監査報告（書） https://www.sugino.ac.jp/gakuen/governance/finance/  
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家庭 服飾専門課程 服飾造形科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 

 

1775単位時間／単位 

185 

単位時間

/単位 

645 

単位時間

/単位 

1290 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2120単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 64人 2人 4人 17人 21人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
様式第２号の３【厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
様式第２号の３【厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の２．及び３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
様式第２号の３【厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要）担当講師が課題制作の進捗状況を常に把握しながら、放課後に教室を開放して

自習させるなど、遅れが生じることのないように支援している。 

授業担当講師が学生の相談受付を受ける時間を「オフィスアワー」としてシラバス上で公

開しているほか、随時、担任教員を介してコミュニケーションをとり、支援していくこと

が可能となっている。 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 37人 

（100％） 

22人 

（  59.5％） 

6人 

（  16.2％） 

9人 

（  24.3％） 

（主な就職、業界等） 

製造業（㈱おしゃれ工房） 

小売業（㈱リンク、㈱星箱 Works、㈱アダストリア、㈱福岡）など、ファッション関連企

業 

（就職指導内容） 

就職活動対策（1年次授業／業界・企業研究、エントリーシート・履歴書対策講座、面接

対策講座など）就職個別面談（就職相談、書類添削、面接練習など） 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

洋裁技術認定試験、ファッション色彩能力検定、ファッションビジネス能力検定、 

フォーマルスペシャリスト検定、パターンメーキング技術検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  65人 5人  7.6％ 

（中途退学の主な理由） 

学業遅滞を契機とする専攻分野不適応や進路再検討が退学理由の半数を占める。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学院ではクラス担任と学科長による相談、及び保護者への連絡、更に科目担当教員に

よる働きかけの活用、メンタル面では専任のカウンセラーを配置した学生相談室や看

護師が在室する医務室と連携して、学生に接しながら、関係者が協力して退学の予防

を図っている。 

クラス担任は日常の出欠席、遅刻の確認と学校生活、授業態度等の確認を定期的及び

必要により随時行い、欠席、遅刻、作品遅滞の多い学生の状況を把握し、退学の兆候

を見逃さないようにしている。 

また、授業科目ごとにオフィスアワーを設けており、授業担当教員に質問しやすい環

境を整えることで、中途退学者の予防の強化に努めている。2018 年度から「退学・除

籍経緯報告書」を実施しており、退学者軽減のためのデータ分析が行える状況を整え

ている。 

毎年、1年生には入学時と 11月の 2回、2年生では 11月に 1回保護者会を実施して

いるが、問題のある学生には保護者との連携を密にして、欠席、遅刻、課題遅滞の状

況を伝え、退学の予防に努めている。 

 

 

 

 



  

 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家庭 服飾専門課程 アパレル技術科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 昼間 

 

2760単位時間／単位 

365 

単位時間

/単位 

715 

単位時間

/単位 

2340 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

3420単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 26人 0人 4人 17人 21人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
様式第２号の３【厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の２．及び３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
様式第２号の３【厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要）担当講師が課題制作の進捗状況を常に把握しながら、放課後に教室を開放して

自習させるなど、遅れが生じることのないように支援している。 
授業担当講師が学生の相談受付を受ける時間を「オフィスアワー」としてシラバス上で公

開しているほか、随時、担任教員を介してコミュニケーションをとり、支援していくこと

が可能となっている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 12人 

（100％） 

0人 

（ 0.0％） 

10人 

（  83.3％） 

2人 

（  16.7％） 

（主な就職、業界等） 

アパレルメーカー（㈱東京ソワール、㈱三陽商会、三永㈱）製造業（㈱エスタードジャ

パン、㈱ガレージインダストリー、㈲ファッションしらいし）など、ファッション関連

企業 

（就職指導内容） 

キャリアプランニング（業界・企業研究、エントリーシート・履歴書対策講座、面接対

策講座など）就職個別面談（就職相談、書類添削、面接練習など） 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

洋裁技術認定試験、ファッション色彩能力検定、ファッションビジネス能力検定、 

パターンメーキング技術検定、フォーマルスペシャリスト検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  33人 3人  9.0％ 

（中途退学の主な理由） 

学業遅滞を契機とする専攻分野不適応や進路再検討が退学理由の半数を占める。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学院ではクラス担任と学科長による相談、及び保護者への連絡、更に科目担当教員に

よる働きかけの活用、メンタル面では専任のカウンセラーを配置した学生相談室や看

護師が在室する医務室と連携して、学生に接しながら、関係者が協力して退学の予防

を図っている。 

クラス担任は日常の出欠席、遅刻の確認と学校生活、授業態度等の確認を定期的及び

必要により随時行い、欠席、遅刻、作品遅滞の多い学生の状況を把握し、退学の兆候

を見逃さないようにしている。 

また、授業科目ごとにオフィスアワーを設けており、授業担当教員に質問しやすい環

境を整えることで、中途退学者の予防の強化に努めている。2018 年度から「退学・除

籍経緯報告書」を実施しており、退学者軽減のためのデータ分析が行える状況を整え

ている。 

毎年、1年生には入学時と 11月の 2回、2年生では 11月に 1回保護者会を実施して

いるが、問題のある学生には保護者との連携を密にして、欠席、遅刻、課題遅滞の状

況を伝え、退学の予防に努めている。 

 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家庭 服飾専門課程 ファッションビジネス科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 

 

1775単位時間／単位 

245 

単位時間

/単位 

1140 

単位時間

/単位 

510 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1895単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20人 9人 0人 1人 16人 17人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 



  

（概要） 
様式第２号の３【厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の２．及び３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要）  
様式第２号の３【厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要）担当講師が課題制作の進捗状況を常に把握しながら、放課後に教室を開放して

自習させるなど、遅れが生じることのないように支援している。 

授業担当講師が学生の相談受付を受ける時間を「オフィスアワー」としてシラバス上で公

開しているほか、随時、担任教員を介してコミュニケーションをとり、支援していくこと

が可能となっている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 2人 

（100％） 

0人 

（  0.0％） 

1人 

（  50.0％） 

1人 

（  50.0％） 

（主な就職、業界等） 

アパレルメーカー（㈱アダストリア） 

小売業（㈱ベクトル(古着)）など、ファッション関連企業 

（就職指導内容） 

就職活動対策（1年次授業／業界・企業研究、エントリーシート・履歴書対策講座、面接

対策講座など）就職個別面談（就職相談、書類添削、面接練習など） 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ファッション色彩能力検定、ファッションビジネス能力検定、ファッション販売能力検

定、フォーマルスペシャリスト検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 7人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

学業遅滞を契機とする専攻分野不適応や進路再検討が退学理由の半数を占める。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学院ではクラス担任と学科長による相談、及び保護者への連絡、更に科目担当教員に

よる働きかけの活用、メンタル面では専任のカウンセラーを配置した学生相談室や看

護師が在室する医務室と連携して、学生に接しながら、関係者が協力して退学の予防

を図っている。 

クラス担任は日常の出欠席、遅刻の確認と学校生活、授業態度等の確認を定期的及び



  

必要により随時行い、欠席、遅刻、作品遅滞の多い学生の状況を把握し、退学の兆候

を見逃さないようにしている。 

また、授業科目ごとにオフィスアワーを設けており、授業担当教員に質問しやすい環

境を整えることで、中途退学者の予防の強化に努めている。2018 年度から「退学・除

籍経緯報告書」を実施しており、退学者軽減のためのデータ分析が行える状況を整え

ている。 

毎年、1年生には入学時と 11月の 2回、2年生では 11月に 1回保護者会を実施して

いるが、問題のある学生には保護者との連携を蜜にして、欠席、遅刻、課題遅滞の状

況を伝え、退学の予防に努めている。 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家庭 服飾専門課程 高度アパレル専門科  〇 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

4年 昼間 

 

3900単位時間／単位 

320 

単位時間

/単位 

880 

単位時間

/単位 

2790 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

3990単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 23人 0人 4人 25人 29人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の２．及び３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要）担当講師が課題制作の進捗状況を常に把握しながら、放課後に教室を開放して

自習させるなど、遅れが生じることのないように支援している。 

授業担当講師が学生の相談受付を受ける時間を「オフィスアワー」としてシラバス上で公

開しているほか、随時、担任教員を介してコミュニケーションをとり、支援していくこと

が可能となっている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 6人 

（100％） 

0人 

（  0.0％） 

5人 

（  83.3％） 

1人 

（  16.7％） 



  

（主な就職、業界等） 

アパレルメーカー（㈱オンワード、㈱マッシュスタイルラボ、㈱エフリード、㈱トリー

ト）など、ファッション関連企業 

（就職指導内容） 

キャリアプランニング（業界・企業研究、エントリーシート・履歴書対策講座、面接対

策講座など）就職個別面談（就職相談、書類添削、面接練習など） 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

洋裁技術認定試験、ファッションビジネス能力検定、パターンメーキング技術検定、フ

ァッション色彩能力検定、ファッション販売能力検定、フォーマルスペシャリスト検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  7人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

学業遅滞を契機とする専攻分野不適応や進路再検討が退学理由の半数を占める。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学院ではクラス担任と学科長による相談、及び保護者への連絡、更に科目担当教員に

よる働きかけの活用、メンタル面では専任のカウンセラーを配置した学生相談室や看

護師が在室する医務室と連携して、学生に接しながら、関係者が協力して退学の予防

を図っている。 

クラス担任は日常の出欠席、遅刻の確認と学校生活、授業態度等の確認を定期的及び

必要により随時行い、欠席、遅刻、作品遅滞の多い学生の状況を把握し、退学の兆候

を見逃さないようにしている。 

また、授業科目ごとにオフィスアワーを設けており、授業担当教員に質問しやすい環

境を整えることで、中途退学者の予防の強化に努めている。2018 年度から「退学・除

籍経緯報告書」を実施しており、退学者軽減のためのデータ分析が行える状況を整え

ている。 

毎年、1年生には入学時と 11月の 2回、2年生では 11月に 1回保護者会を実施して

いるが、問題のある学生には保護者との連携を蜜にして、欠席、遅刻、課題遅滞の状

況を伝え、退学の予防に努めている。 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家庭 服飾専門課程 アパレルデザイン科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

１年 昼間 

 

915単位時間／単位 

60 

単位時間

/単位 

135 

単位時間

/単位 

870 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1065単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

10人 21人 1人 2人 7人 9人 

 



  

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
様式第２号の３【厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の２．及び３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要）  

様式第２号の３【厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

担当講師が課題制作の進捗状況を常に把握しながら、放課後に教室を開放して自習させ

るなど、遅れが生じることのないように支援している。 

授業担当講師が学生の相談受付を受ける時間を「オフィスアワー」としてシラバス上で公

開しているほか、随時、担任教員を介してコミュニケーションをとり、支援していくこと

が可能となっている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 10人 

（100％） 

0人 

（  0.0％） 

7人 

（  70.0％） 

3人 

（  30.0％） 

（主な就職、業界等） 

製造業（㈲ファッションしらいし、㈱アズノウアズ、㈱キャン）など、ファッション関

連企業 

（就職指導内容） 

就職活動対策（業界・企業研究、エントリーシート・履歴書対策講座、面接対策講座な

ど）就職個別面談（就職相談、書類添削、面接練習など） 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

洋裁技術認定試験、ファッションビジネス能力検定、パターンメーキング技術検定、フ

ァッション色彩能力検定、ファッション販売能力検定、フォーマルスペシャリスト検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  10人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

学業遅滞を契機とする専攻分野不適応や進路再検討が退学理由の半数を占める。 



  

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学院ではクラス担任と学科長による相談、及び保護者への連絡、更に科目担当教員に

よる働きかけの活用、メンタル面では専任のカウンセラーを配置した学生相談室や看

護師が在室する医務室と連携して、学生に接しながら、関係者が協力して退学の予防

を図っている。 

クラス担任は日常の出欠席、遅刻の確認と学校生活、授業態度等の確認を定期的及び

必要により随時行い、欠席、遅刻、作品遅滞の多い学生の状況を把握し、退学の兆候

を見逃さないようにしている。 

また、授業科目ごとにオフィスアワーを設けており、授業担当教員に質問しやすい環

境を整えることで、中途退学者の予防の強化に努めている。2018 年度から「退学・除

籍経緯報告書」を実施しており、退学者軽減のためのデータ分析が行える状況を整え

ている。 

毎年、1年生には入学時と 11月の 2回、2年生では 11月に 1回保護者会を実施して

いるが、問題のある学生には保護者との連携を蜜にして、欠席、遅刻、課題遅滞の状

況を伝え、退学の予防に努めている。 

 

  



  

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

服飾造形科 150 千円 580千円 225千円 
施設設備費 140千円実験実習費 85千円 

休学時在籍料(前・後期各 50千円) 

ｱﾊﾟﾚﾙ技術科 150 千円 580千円 225千円 
施設設備費 140千円実験実習費 85千円 

休学時在籍料(前・後期各 50千円) 

ﾌｧｯｼｮﾝ 

ﾋﾞｼﾞﾈｽ科 150 千円 580千円 225千円 
施設設備費 140千円実験実習費 85千円 

休学時在籍料(前・後期各 50千円) 
高度アパレル 

  専門科 150 千円 580千円 225千円 
施設設備費 140千円実験実習費 85千円 

休学時在籍料(前・後期各 50千円) 

ｱﾊﾟﾚﾙ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ科 150 千円 580千円 225千円 
施設設備費 140千円実験実習費 85千円 

休学時在籍料(前・後期各 50千円) 

修学支援（任意記載事項） 

本学では経済的理由により修学困難な学生に対して、また志願者に対しては受験時に

入学の際にかかる納付金納入の軽減措置として、以下の給付型奨学金制度を設けている。 

在学生対象:杉野学園奨学金、杉野学園利子補給奨学金、杉野学園緊急奨学金 

新入生対象:同窓生特別免除制度(選考料免除)、杉野学園新入生奨学金、全国ファッショ

ンデザインコンテスト奨励金(本学主催による「全国ファッションデザインンコンテス

ト」高校生の部において優秀な成績を修めたもの)に入学金を免除している。 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

情報公開 https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/about/disclosure/education/ 
2023年度 https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/about/disclosure/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

（1）規程の整備 

本学院では、文部科学省の「専修学校における学校評価ガイドライン」に従い、平

成 28（2016）年 4 月「ドレスメーカー学院学校関係者評価委員会規程」を制定。 
（2）組織体制の整備、毎年度の実施 

「ドレスメーカー学院学校関係者評価委員会規程」に基づき、「学校関係者評価委

員会」を組織して実施体制を整備し、平成 28（2016）年度より年 2 回学校関係者

評価委員会を実施。 
（3）委員の選任 

学校関係者評価委員は、業界団体関係者 1 名、企業関係者 1 名、教育関係者１名の

合計３名で編成。  
（4）改善への取り組み 

学校関係者評価委員会で指摘された課題については、改善できる可能性の高い順に取

り組んでいる。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

ファッションビジネス学会理事 

コンサルタント会社経営者 

令和 6年 4月 1日～ 

 令和 8年 3月 31日 

業界団体関係者 

https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/about/disclosure/education/


  

服飾専門学校理事長 

NPO 法人理事長 

令和 6年 4月 1日～ 

 令和 8年 3月 31日 

卒業生 

教育関係者 

百貨店の社外取締役 

コンサルタント会社経営者 

百貨店の元代表取締役 

令和 6年 4月 1日～ 

 令和 8年 3月 31日 

企業関係者 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

情報公開 https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/about/disclosure/  

2023年度 https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/media/2023gakkoukankeisya.pdf 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/about/disclosure/hyouka/  

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/about/disclosure/education/ 

 

https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/about/disclosure/
https://www.dressmaker-gakuin.ac.jp/about/disclosure/hyouka/


（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

学校コード（13桁） H113310900029

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことによ
り認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

第Ⅱ区分 ― ―内
訳 ―

0人

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

23人

第Ⅲ区分

第Ⅳ区分

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以
下の場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載する
こと。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分とは、それぞれ大学等における修
学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３
号、第４号に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取
消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより
認定の取消しを受けた者の数

年間

23人

後半期

21人

―

―

0人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

ドレスメーカー学院

学校法人　杉野学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

22人

13人第Ⅰ区分



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了で
きないことが確定

修得単位数が標準単位数の
５割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の５割以下）

出席率が５割以下その他学
修意欲が著しく低い状況

0人 0人 0人

0人 0人 0人

「警告」の区分に連続して
該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を
受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

― 0人 0人

0人 0人

― 0人 0人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著
しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認
定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

0人 0人 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定
の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の
停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

修得単位数が標準単位数の
６割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の６割以下）

0人 0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の１ ― 0人 ―

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

計 ― 0人 ―

出席率が８割以下その他学
修意欲が低い状況

0人 0人 0人

（備考）
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